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Ａ．研究目的 

温泉療法による健康増進効果（生活習慣病

予防、ロコモティブシンドローム等身体機能

低下の改善等）に関する最新のエビデンスを

整理する。利用者毎の健康状態や利用目的

（健康増進、リハビリ等）等に合わせた、安

全な入浴方法などに配慮した、標準的なプロ

グラム（温泉療養、温泉利用プログラム等）

を開発する。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は、生活習慣病・ロコモティブシン

ドロームに対する温泉療法の有効性を、論文

のシステマティックレビューにより検証し、

エビデンスに基づく標準的プログラムを開

発する。温泉療法論文の包括的評価と「温泉

療養指示書」の電子化・前向き観察研究を実

施する。成果として、標準プログラム、療法

医向け指導書・一般向け啓発資料を作成し、

適切な温泉療法の普及と健康増進への貢献

を目指す。 

（倫理面への配慮） 

  温泉療法指示書の電子化・匿名化データ収

集システム構築は終了、「温泉療法と生活の

質に関する検討－前向き観察研究－」は臨床

倫理審査承認済みである。 

 

Ｃ．研究結果 

 ７つの疾患（高血圧、脂質異常症、糖尿病、

肥満、変形性関節症、フレイル、高尿酸血症）

の論文システマティックレビューは終了し

た。5月24、25日に横浜市で開催される第90回

日本温泉気候物理医学会学術総会前の第二

回班会議にて、各疾患代表による結果報告を

予定している。 

温泉療法指示書の電子化・匿名化データ収

集システム構築は終了、「温泉療法と生活の

質に関する検討－前向き観察研究－」は臨床

倫理審査承認済み、日本温泉気候物理医学会

会員サイトにて Web 説明会の録画動画とと

もに、関係資料を常時掲載している。4 月 1

日からの症例登録に向けて、温泉利用型健康

増進施設を認定している日本健康開発財団

から作成済みのチラシを全国 21 施設に配布

する委託契約締結済みである。 

 

Ｄ．考察 

温泉療法に関する研究とその応用を進め

るための計画。 

研究要旨 

生活習慣病・ロコモティブシンドロームに対する温泉療法の有効性を、論文システマティックレビ

ューにより検証、エビデンスに基づく標準的プログラムを開発する。温泉療法論文の包括的評価と

「温泉療養指示書」の電子化・前向き観察研究を実施する。成果として、標準プログラム、療法医

向け指導書・一般向け啓発資料を作成し、適切な温泉療法の普及と健康増進への貢献を目指す。 



 

行動指針 

2025年 

5月 

• 班会議開催: 5 月 24 日㈯7 時 45 分

～30分厳守、横浜商工会議所で開催

予定。 

担当疾患の systematic literature 

reviewをプレゼン、スケジュールを

確認。 

• 総説論文の準備: 各疾患の担当者が

総説論文の草案を準備。 

6月～9月 

• 総説論文の投稿: 速やかに総説論文

を学術雑誌に投稿。 

• 温泉療法指示書の手引き作成: 温泉

療法指示書の手引きを作成。 

• パンフレット作製: 7 疾患に関する

温泉療法のパンフレットを作成。 

10月～12月 

• 前向き観察研究の症例集積: 症例集

積を促進し、データ収集を進める。 

• 啓蒙活動: 温泉利用型健康増進施設

(21か所)にて温泉療法の効果を啓蒙。 

2026年 

1月～3月 

• データ分析と論文執筆: 収集したデ

ータを分析、前向き観察研究の論文

を執筆。 

• 温泉療法の標準化プログラム開発: 

温泉療法の標準化プログラム開発、

施策に直結できる資材を整備。高齢

者に対する「高血圧の温泉療法プロ

グラム」は九州大学病院別府病院で

の介入試験で検証済み（論文投稿中） 

4月～6月 

• 論文の投稿と発表: 研究成果を学術

集会で発表し、前向き観察研究の論

文を投稿。 

班会議の継続申請準備: 次年度の班会議の

継続申請の準備。 

7月～12月 

• 地域医療ネットワークの拡大: 観察

研究でご参加いただいた新たな医療

機関と 

ネットワークを構築し、地域医療体

制を強化。 

• 育成プログラムの開発: 育成プログ

ラムを開発し、実施。 

 

Ｅ．結論 

 温泉療法の効果を科学的に検証し、地域医

療に貢献することを目的としている。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

 Yamasaki S, Kashiwado Y, Maeda T, 
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study. PLoS One. 2024 Nov 

1;19(11):e0299023.  

2.  学会発表 

山崎聡.夜間の温泉利用と血圧変化に関す

る検討、第89回日本温泉気候物理医学会総

会・学術集会、 

2024年6月1日、和歌山県白浜市、口演 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

1. 特許取得 

  なし  

2. 実用新案登録 

  なし 

 3.その他 

  なし 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


